
な
い
。
津
別
町
型
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
が

大
事
な
課
題
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
一
歩
ず
つ
展
開

し
て
い
け
れ
ば
、
お
も
し
ろ
い
展
開
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

津
別
町
は
、
有
機
酪
農
が
日
本
初
の
先
進

的
な
取
組
み
で
あ
り
、
是
非
、
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
と
有
機
酪
農
の
セ
ッ
ト
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

２
回
に
わ
た
り
本
報
告
会
の
内
容
を
掲
載

し
ま
し
た
。
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
通
し
て
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
と
新
た
な
雇

用
創
出
な
ど
の
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

講演を熱心に聴く参加者

培
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
作
っ
た
も
の

を
ど
こ
に
売
る
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、

想
定
さ
れ
て
い
る
規
模
で
の
市
場
販
売
で
は

量
が
足
り
な
い
。
販
売
先
を
町
外
で
は
な
く
、

ま
ず
は
町
内
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
進
め
る
。

余
力
が
あ
れ
ば
町
外
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
は
地
産
地
消

で
あ
り
、
施
設
園
芸
で
栽
培
し
た
も
の
も
出

来
る
限
り
地
産
地
消
す

べ
き
で
あ
る
。

町
内
の
需
要
先
を
考

え
る
と
、
熱
の
供
給
先

で
あ
る
、
認
定
こ
ど
も

園
や
老
人
ホ
ー
ム
の
給

食
の
食
材
に
使
っ
て
い

く
こ
と
が
一
つ
で
あ
る
。

町
外
の
販
売
を
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
北
見
市

場
も
ひ
と
つ
で
あ
る
。

栽
培
品
目
の
代
表
的

な
例
に
、
い
ち
ご
の
栽

培
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

夏
秋
（
か
し
ゅ
う
）
イ

チ
ゴ
は
、
今
で
も
品
薄

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

飛
ぶ
様
に
売
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。施

設
園
芸
に
対
す
る

ス
ー
パ
ー
等
の
受
け
止

め
方
は
、
衛
生
的
で
き

れ
い
、
安
全
性
が
高
い

な
ど
良
い
評
価
で
あ
る
。

溶
液
栽
培
で
施
設
園
芸
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
ど
こ
も
冬
場
の
暖
房
が
課
題

で
あ
る
。
し
か
し
、
津
別
町
で
は
そ
の
心
配

が
な
い
の
が
利
点
で
あ
る
。

津
別
町
で
の
施
設
園
芸
を
考
え
る
と
、
７

２
０
g
３
棟
の
規
模
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の

で
大
規
模
で
は
な
い
。
栽
培
品
目
を
考
え
た

と
き
に
、
あ
る
程
度
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
栽

一
般
社
団
法
人
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
振
興
機
構
　
理
事
長

鈴
木
　
亨
　
氏

〜
市
民
風
車
の
取
り
組
み
〜

市
民
風
車
と
は
、
市
民
の
出
資
な
ど
に
よ

る
参
加
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
風
力
発
電
事

業
。
国
内
で
は
18
基
、
道
内
で
は
石
狩
市
や

浜
頓
別
町
に
５
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
市
民

自
ら
の
参
加
を
通
し
て
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
意
識
啓
発
が
図
ら
れ
、
地
域
に
存
在
す

る
未
利
用
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
住
民

の
手
で
地
域
の
た
め
に
活
か
す
事
業
で
あ
る
。

〜
再
エ
ネ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
事
例
〜

再
エ
ネ
の
導
入
は
、
太
陽
光
発
電
が
多
く
、

自
治
会
や
市
民
出
資
に
よ
る
太
陽
光
発
電
所

の
設
置
が
全
国
的
に
見
ら
れ
る
。
売
電
収
入

を
出
資
者
に
地
域
振
興
券
や
地
域
通
貨
と
し

て
還
元
し
て
い
る
。
道
内
の
寿
都
町
で
は
、

風
力
売
電
収
入
を
水
道
料
の
軽
減
対
策
等
に

使
わ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
付
加
価
値
を
つ
け

た
農
産
物
の
販
売
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
津

別
町
の
姉
妹
都
市
、
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

の
ト
マ
ト
農
家
で
は
、「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ

ッ
ト
ト
マ
ト
」
を
販
売
す
る
事
例
が
あ
る
。

津
別
町
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
際
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
重
要
で
あ
り
、「
１
０
０
％
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
作
っ
た
農
産
物
や
牛
乳
」
な
ど
が

出
来
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

岡
山
県
西
粟
倉
村
で
は
、
村
楽
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
が
作
ら
れ
、
若
者
が
移
住
し
て
き

て
い
る
。
村
は
「
百
年
の
森
林
事
業
」
を
実

施
。
９
つ
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
村
の

外
か
ら
来
た
若
者
（
よ
そ
者
）
が
行
っ
て
い

る
。
町
が
元
気
に
な
る
た
め
の
２
つ
の
要
素

「
よ
そ
者
」「
ば
か
者
」
を
取
り
組
み
の
観
点

と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

〜
津
別
町
の
可
能
性
〜

津
別
町
に
お
け
る
再
エ
ネ
事
業
の
可
能
性

と
し
て
q
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
と
熱
利
用

（
木
質
、
家
畜
糞
尿
の
利
用
）
w
小
水
力
発
電

（
農
業
用
水
、
河
川
の
水
を
利
用
）
e
太
陽
光

発
電
（
公
共
施
設
・
事
業
所
・
住
宅
の
屋
根
、

遊
休
地
の
利
用
）
等
が
考
え
ら
れ
る
。

津
別
町
民
の
消
費
電
力
量
は
、
ざ
っ
く
り

試
算
し
て
１
０
４
３
万
５
５
０
０
kw
ｈ
を
消

費
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。
同
じ
電
気
の
量

を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
つ
く
る
と
し
た

ら
約
１
４
９
０
kw
の
設
備
が
必
要
と
な
る
。

津
別
町
に
は
豊
か
な
地
域
資
源
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
て
「
経
済
的
に
も
ヒ

ト
的
に
も
活
性
化
さ
れ
た
町
」
を
皆
さ
ん
で

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

株
式
会
社
ア
ジ
ア
地
域
連
携
研
究
所

代
表
取
締
役
研
究
所
長飯

澤
　
理
一
郎
　
氏

〜
農
業
利
用
の
可
能
性
〜

熱
電
を
農
業
的
に
利
用
す
る
に
は
、
施
設

園
芸
に
限
ら
れ
て
く
る
。
北
海
道
で
は
爆
発

的
に
拡
大
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
道
内
に

点
々
と
存
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

道
内
の
先
進
地
で
は
減
反
政
策
を
契
機
に

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想
報
告
会

基
調
講
演
q

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」

問い合わせ先　産業振興課　再生可能エネルギー推進グループ　†76－2151（内線262）

基
調
講
演
w

「
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
農
業
利
用
の
可
能
性
と
課
題
」

いしかり市民風力発電所

３
月
号
に
て
掲
載
し
ま
し
た
「
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想
報
告
会
」

（
平
成
27
年
２
月
９
日
　
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
開
催
）
に
つ
い
て
、
今
月
号
で

は
、
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
講
師
２
名
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

〜
農
業
利
用
の
課
題
〜

施
設
園
芸
で
注
意
す
る
点
は
、
一
つ
目
に
、

労
働
力
の
調
達
が
あ
る
。
施
設
園
芸
は
細
か

い
仕
事
で
あ
り
、
作
業
が
集
中
す
る
こ
と
か

ら
従
業
員
の
確
保
が
重
要
と
な
る
。
夏
場
は

出
荷
が
多
く
、
冬
場
は
出
荷
が
減
少
す
る
た

め
雇
用
確
保
が
難
し
い
。

二
つ
目
に
、
熱
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
土

日
等
休
日
の
暖
房
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
だ
し
、
津
別
町
は
日
照
率
が
高
い

こ
と
か
ら
冬
場
の
日
中
の
ハ
ウ
ス
加
温
は
少

な
く
て
す
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
試
験
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
夏
場
の
余
っ
た
熱
に
つ
い

て
は
、
ク
ー
ラ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
が
使
え
る
こ

と
に
よ
り
成
長
を
操
作
す
る
こ
と
が
出
来
、

多
様
性
に
富
ん
だ
展
開
が
で
き
る
。

三
つ
目
に
、
施
設
園
芸
に
は
北
海
道
型
が

第２弾

お
わ
り
に

農業用ハウスによる施設園芸（イメージ）


